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研究成果の概要（和文）：本研究は、病棟看護師による退院後の見通しをもった高齢者の食支援尺度を開発する
こととした。尺度項目を作成するために、「看護師による退院後の見通しをもった高齢者の食生活に関する援
助」の概念分析を行った。また、デルファイ法を用いて項目を精錬し、51項目となった。そして急性期病院16施
設で高齢者の多い病棟に勤務する看護師696名を対象に本調査を行った。
結果は、探索的因子分析では、3因子20項目が抽出された。因子名は、第1因子「健康的な食行動アセスメン
ト」、第2因子「他職種と協働した家族介護者を含めた生活環境の調整」、第3因子「継続的なフレイルアセスメ
ント」とした。本尺度の信頼性と妥当性を確認した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a ward nurses’dietary support scale, including 
physical, psychological, and social background factors in preparation for older adult patients’life
 after discharge.We conducted a cross-sectional study using a self-reported questionnaire. Scale 
items were created based on a conceptual analysis, and refined by a Delphi survey. In total, 696 
nurses across 16 acute care hospitals in Japan were eligible to participate. 
The exploratory factor analysis identified 20 items from three factors as follows: “Assessment for 
healthy eating behavior,” “Adjustment of the living environment, including family and caregiver, 
together with other professions,” and “Continual frailty assessment. We developed a ward nurses’
dietary support scale, including physical, psychological, and social background factors in 
preparation for older adult patients’life after discharge. Its reliability and validity were 
confirmed.

研究分野：成人看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本における高齢入院患者に対する病棟看護師の栄養管理や食支援に関する概念に着目し、学術的
に新しく概念の定義を見出し、その概念を評価できる尺度を新たに開発した。本研究によって見出した概念をも
とに、支援に関する介入方法の開発の促進に寄与し、その効果を本尺度で客観的に評価することが可能となり、
栄養管理や食支援に関する研究が蓄積され、学術的発展に寄与しうる。
また、本尺度は、入院日数が短く、短期間でアセスメントや介入が求められる急性期病院において、病棟看護師
が効率的に栄養管理および食支援の評価に使用することができ、栄養管理および食支援に関する実践能力の向上
につながることが実践的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者は身体的・心理的・社会的要因により食事摂取量の低下や栄養障害を引き起こしやすい。
そのため高齢者が入院した場合には身体的・心理的・社会的背景を踏まえた食行動や栄養状態の
アセスメントを早期にする必要がある。 
栄養サポートチーム（NST：Nutrition Support Team）は病院で栄養障害のある患者に対し専
門的なケアやアセスメント、助言、栄養プランを提供するチームであり、そのチームに看護師も
所属している。しかし、NST 看護師が栄養障害を引き起こしやすいすべての高齢入院患者の身
体的・社会的・心理的背景を網羅してアセスメントし対応するのは難しい。一方、病棟看護師は
ベッドサイドで患者や家族と過ごす時間が長く、NST 看護師よりも多くの情報を直接患者や家
族から収集することができる。そのためNST看護師と病棟看護師が連携することでより効果的
に高齢入院患者の食事摂取量低下および栄養障害の早期発見や予防につなげられる可能性があ
る。 
しかし、病棟看護師において、栄養に関する知識やアセスメントが不十分であることが報告され
ている（Bollo et al., 2019; Forss et al., 2018; Noort et al., 2020; Van Den Berg et al., 2023）。
そのため、病棟看護師は栄養に関する知識やアセスメントという実践能力を向上していく必要
がある。病棟看護師の実践能力を向上するためには、自己の看護実践を的確に把握する必要があ
るが、高齢者の身体的・心理的・社会的背景を踏まえた食行動や栄養状態のアセスメント能力を
測定する尺度は存在しない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、病棟看護師による退院後の見通しをもった高齢者の身体的・心理的・社会的
背景を踏まえた食支援尺度を開発することとした。 
 
３．研究の方法 
（1）概念分析に基づく項目作成 
 尺度項目の作成では、Rodgers の概念分析の手法を用いて「看護師による退院後の見通しをも
った高齢者の食生活に関する援助」の概念分析を行った。結果として、属性は【身体的背景のア
セスメント】【精神的背景のアセスメント】【社会的背景のアセスメント】【実践】【評価】【多職
種連携】の 6カテゴリーを抽出した。先行要件は、【栄養状態の低下】【加齢による機能低下】【食
事への希望】【家族介護者の存在】の 4カテゴリーを抽出した。帰結は、【栄養状態の維持・向上】
【QOL 維持・向上】【家族介護者の満足感向上】の 3 カテゴリーを抽出した。図 1 に概念図を示
す。定義は、「看護師による退院後の見通しをもった高齢者の食生活に関する援助」の定義は、
「看護師による退院後の見通しをもった身体的背景・精神的背景・社会的背景のアセスメントに
基づいて、食事摂取の援助や食事に対する意思決定支援、生活環境の調整及び高齢者本人・家族
介護者へ指導を行い、これらの実践を定期的に評価していく。さらに、高齢者本人及び家族介護
者が退院後の食生活をイメージかつ継続できるよう、看護師及び多職種が支援していく。」とし
た。この概念分析の属性の結果に基づいて項目を作成した。さらに退院後に患者が自宅で療養す
るにあたり必要な食支援の視点を補うため、訪問看護師経験者 2名へ半構造化面接を行い、最終
的に 69 項目を作成した。 

図 1 「看護師による退院後ん見通しをもった高齢者の食生活に関する援助」概念図 
 



（2）デルファイ法による項目精錬 
作成した 69 項目を精錬するためにデル
ファイ法を用いてNSTおよび栄養管理や食
支援で活動している看護師200名を対象に
調査した。デルファイ法のラウンド数は 3
回とし、各項目に対して 5段階評定の合意
と自由記述にて意見を回答してもらった
（図 2）。そして合意の定義は、各項目 51%
以上の合意を得られた項目を採用するこ
ととした。その結果、1回目調査より 69 項
目から 63 項目へ集約となった。2回目調査
では 63 項目から 51 項目となった。3回目
調査では 51 項目すべてにおいて同意率
51%以上であった。 
 
（3）完成版尺度の開発 
項目の回答分布の偏りを確認するため
に、急性期病院に勤務する看護師 57 名を
対象に予備調査を行った。得点の偏りにつ
いて天井・床効果を用いて確認したとこ
ろ、項目の天井フロア効果はみられなかっ
た。そのため 51 項目すべてを尺度案とし
て本調査を行った。 
項目の信頼性・妥当性を検証するため
に、急性期病院 16 施設で高齢者の多い病
棟に勤務する看護師696名を対象に本調査
を行った。調査内容は、尺度案 51 項目、
併存妥当性の評価のために「急性期病院に
おける看護実践能力尺度」（真下ら，2011）
および「在宅の視点のある病棟看護の実践に
対する自己評価尺度」（山岸ら，2015）を用い
た。分析方法は、項目分析後、探索的因子分析
を行った。また、併存妥当性の検討ではピアソンの相関係数を算出した。構成概念妥当性の検討
では確証的因子分析を行った。信頼性はクロンバックα係数と再テスト信頼性係数を算出した。 
 
４．研究成果 
 241 名より回答があった。探索的因子分析では、KMO は 0.934、バーレットの球面性検定は有
意差があり（p<0.01）、それゆえ、これらの項目を因子分析に用いた。因子分析は最尤法プロマ
ックス回転で行った。因子分析は基準に従って行い、最終的に、3因子 20 項目を抽出した。3因
子の相関は 0.553 から 0.715 だった。第 1 因子には 8 項目が含まれた。第 1 因子の因子負荷は
0.847 から 0.513 で、身体面・心理面・社会面をふまえた食事行動のアセスメントに関する内容
であり、「健康的な食行動のアセスメント」と命名した。第 2 因子には 6 項目が含まれた。第 2
因子の因子負荷は 0.812 から 0.613 で、多職種連携や高齢入院患者・家族・介護者へ退院後の生
活面に関する指導や調整に向けた内容であり、「他職種と協働した家族介護者を含めた生活環境
の調整」と命名した。第 3因子には 6項目が含まれた。第 3因子の因子負荷は 0.802 から 0.576
であり、入院前から継続したフレイルのアセスメントに関する内容が含まれ、「継続的なフレイ
ルアセスメント」と命名した（表 1）。確証的因子分析では、goodness of fit index (GFI) =0.893, 
adjusted goodness of fit index (AGFI) =0.865, comparative fit index (CFI) =0.946, root 
mean squared error of approximation (RMSEA) =0.058 だった（図 3）。併存妥当性の検討では、
本尺度と「急性期病院における看護実践能力尺度」および「在宅の視点のある病棟看護の実践に
対する自己評価尺度」間の全体得点のピアソンの相関係数は中程度の相関がみられた（r=0.509; 
0.648, p<0.01）。下位尺度では、急性期病院における看護実践能力尺度の下位尺度「医療依存度
の高い患者への看護ケア」を除いて、本尺度と「急性期病院における看護実践能力尺度」および
「在宅の視点のある病棟看護の実践に対する自己評価尺度」それぞれで低～中程度の相関がみ
られた（r=0.285-0.541; r=0.254-0.625, p<0.01）（表 2）。信頼性の検討では、クロンバックα
係数は尺度全体で 0.932、第 1 因子で 0.887、第 2 因子で 0.885、第 3 因子で 0.862 だった。再
テスト信頼性係数は、尺度合計得点の ICC は 0.867、第 1 因子は 0.832、第 2 因子は 0.820、第
3因子は 0.851 だった。以上より、本尺度の信頼性と妥当性を確認した。 

図 2 デルファイ法による項目の精錬の概要 



表 1 探索的因子分析の結果 

 
 
 
 
 
 
 



表 2 併存妥当性の結果 
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図 3 確証的因子分析の結果 
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